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In recent years, the relationship between human development and growth, health and na-
ture experience has attracted a lot of attention. In previous studies, a measurement scale for 
quantitative research on nature experience was used, but it is not clear to what extent the 
scale refleeted a theoretical background and statistical verification. The aim of the present 
study was to prepare a scale to measure the amount of nature experience based on a theoreti-
cal background and statistical verification. A questionnaire survey based on previous studies 
was carried out, and as a result of exploratory factor analysis, 22 items with 4 possibilities of 
interpretation were obtained. These question items were set as a scale （Survey For Nature & 
Outdoor Experience 2: SNE 2） that measures the amount of nature experience. After confirm-
ing the reliability of SNE 2 and the reference related validity, the scale was judged to be an 





















18 （2006） 年度から平成 24 （2012） 年度にかけ
て 10％以上低下している。また、1 年間にキャ


















































































































































法的効果 （Ulrich, 1984） や、森林環境での免
疫機能の向上 （大平ら, 1999）、ストレスの軽減 









































































































者を除いた 148 名（男性 54 名、女性 94 名；平














用）」 （青少年機構, 2016） に用いられた調査票か
ら、自然体験の多寡を問う質問としてふさわし
い項目を抽出し、自然体験の多寡を測定する尺























































目の質問項目を、Japanese Youth Spirituality 





あるCrumbaugh & Maholick （1964, 1969） が
再構成・標準化してPILテストを開発した。本













































① Daily Life Skills Scale for College Students
（DLS; 島本・石井, 2006）との関連性
自然体験と人の感受性に関する研究には、統

























5 因子 27 項目が得られた。5 因子の内、第 1 因


































本検討の調査対象者は、148 名（男性 54 名、


























す項目を除いた結果、SNE2 を構成する 22 項目
が得られた （表 1）。質問項目の内容より、第 1
































この 4 因子構造 22 項目の質問項目を、自然












= 0.54, ns = .77）。また、すべての下位尺度得点
間に正の相関が認められたことから（r = .47 to 














第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子
第 1因子「恵みを得る自然体験」【α係数=.769】
18 山菜採りやキノコ・木の実などを採取したことがある .782 .008 .076 -.084 .613
20 植林・かん伐・下草刈りなどをしたことがある .662 -.107 .080 -.011 .412
28 草や木でかぶれたことがある .596 .029 -.005 -.206 .278
19 干物・燻製・ジャムづくりなどの食品加工をしたことがある .568 -.032 -.178 .210 .380
27 木から落ちそうになったことがある .502 -.084 .251 -.061 .341
26 湧き水や井戸水を飲んだことがある .470 .128 -.083 .104 .332
第 2 因子「五感を伴う自然体験」【α係数=.820】
24 野山で草木のにおいを感じたことがある .143 .844 -.211 -.007 .720
9 自然物（種や実、枝、石、骨、つる植物など）を使っ
て遊んだことがある -.020 .686 .296 -.050 .682
10 野外で、虹や花や星や虫など、何かを見て感動したこ
とがある -.026 .675 .135 -.117 .473
14 生き物を殺した経験がある -.159 .635 -.009 .039 .325
21 米や野菜を植えたり育てたりしたことがある .142 .547 -.191 .196 .449
6 野鳥をみたり鳴く声を聞いたことがある -.020 .502 .285 -.041 .421
5 太陽が昇るところや沈むところを見たことがある .109 .206 .115 .124 .189
第 3 因子「素朴な自然体験」【α係数=.736】
1 チョウやトンボなどの昆虫を捕まえたことがある -.203 .174 .644 -.032 .406
3 大きな木に登ったことがある .081 -.193 .485 .173 .301
4 ロープウェイやリフトを使わずに高い山に登ったことがある .014 -.038 .429 .120 .230
13 親が自然体験が好きでよく連れて行ってもらっていた .303 .110 .419 -.029 .462
11 友達だけで自然の中で探検ごっこや秘密基地作りをし
たことがある .072 .190 .405 .103 .386
12 生まれ育った自然環境が非常に自然豊かな場所だった .277 .156 .298 -.023 .346
第 4 因子「スポーツ的な自然体験」【α係数=.743】
7 海や川で泳いだことがある -.122 -.133 .128 .839 .625
16 乗馬や乳しぼりなど、動物とふれあったことがある -.166 .268 .042 .542 .386
17 スキーや雪遊びなど、雪のなかで活動したことがある .066 .067 .034 .413 .254
15 ボート・カヌー・ヨットなどをしたことがある -.030 -.063 .311 .399 .303
2 海や川で貝をとったり魚を捕まえたことがある .072 .058 .318 .384 .447
固有値 7.937 1.992 1.681 1.497
寄与率 3.316 2.849 2.357 2.256
因子間相関（第 1 因子） 1.000 .566 .487 .545
（第 2 因子） .566 1.000 .448 .408
（第 3 因子） .487 .448 1.000 .403
（第 4 因子） .545 .408 .403 1.000
確証的因子分析














































































































































































変数名 平均値 標準偏差 歪度 尖度
SNE_01 チョウやトンボなどの昆虫を捕まえたことがある 3.757 1.383 -1.039 -0.263
SNE_02 海や川で貝をとったり魚を捕まえたことがある 3.885 1.198 -1.026 0.013




3.149 1.486 -0.259 -1.392
SNE_05 太陽が昇るところや沈むところを見たことがある 3.885 1.307 -0.971 -0.281
SNE_06 野鳥をみたり鳴く声を聞いたことがある 4.230 1.050 -1.402 1.261
SNE_07 海や川で泳いだことがある 4.365 1.076 -1.933 3.007












3.757 1.412 -0.778 -0.847
SNE_12 生まれ育った自然環境が非常に自然豊かな場所だった 3.122 1.433 -0.104 -1.309
SNE_13 親が自然体験が好きでよく連れて行ってもらっていた 2.953 1.332 0.123 -1.166
SNE_14 生き物を殺した経験がある 4.095 0.906 -1.079 1.139
SNE_15 ボート・カヌー・ヨットなどをしたことがある 3.311 1.461 -0.529 -1.180
SNE_16 乗馬や乳しぼりなど、動物とふれあったことがある 4.020 1.078 -1.360 1.333
SNE_17 スキーや雪遊びなど、雪のなかで活動したことがある 4.115 1.091 -1.409 1.301




2.635 1.517 0.295 -1.484
SNE_20 植林・干ばつ・下草狩りなどをしたことがある 2.243 1.398 0.829 -0.712
SNE_21 米や野菜を植えたり育てたりしたことがある 4.041 1.118 -1.443 1.462
SNE_22 牧場などで家畜の世話をしたことがある 2.034 1.269 1.008 -0.204
SNE_23 屋外で街頭のない暗闇のなかを歩いたことがある 3.851 1.306 -0.816 -0.597
SNE_24 野山で草木のにおいを感じたことがある 4.142 1.069 -1.371 1.367
SNE_25 山や野原などで虫にさされたことがある 4.527 0.845 -2.283 6.073
SNE_26 湧き水や井戸水を飲んだことがある 3.061 1.486 -0.106 -1.395
SNE_27 木から落ちそうになったことがある 2.534 1.473 0.483 -1.168
SNE_28 草や木でかぶれたことがある 2.818 1.452 0.188 -1.301
19 野山で草木のにおいを感じたことがある
















































の結果、第1因子『恵みを得る自然体験』 r = .81 
（p < .01）、第 2 因子『五感を伴う自然体験』 r = 
.76 （p < .01）、第3因子『素朴な自然体験』 r = .79 
（p < .01）、第 4 因子『スポーツ的な自然体験』 r 








点の間には r = .27 （p < .01）の相関が得られた。
また、DLS合計得点とSNE2 の因子ごとの相関
は、それぞれ第1因子 r = .19（p < .05）、第2因
子 r = .14 （p < .10）、第 3 因子 r = .23 （p < .01）、




JYS合計得点とSNE2 合計得点の間には r = 
.42（p < .01）の相関が得られた。また、JYS合
計得点とSNE2 の因子ごとの相関は、それぞれ
第 1 因子 r = .29（p < .01）、第 2 因子 r = .36（p 





PIL合計得点とSNE2 合計得点の間には r = 
.28（p < .01）の相関が得られた。また、PIL合
計得点とSNE2 の因子ごとの相関は、それぞれ
第1因子 r = .20（p < .05）、第2因子 r = .19（p < 













































































































































































年、 文部省 （当時） の研究会が「青少年の野外
教育の充実について （報告）」 の中で示した 「自
然の中で、自然を活用して行われる各種活動で
































































ら （2002）、 瀧・平野・寺沢 （2005）、 Heintzman 




























= .19 to .27）、JYSでは下位尺度である自律の得
点意外とは正の相関（r = .20 to .46）、PILと正
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